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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 
本標準は、１９９５年１０月ＩＴＵ－Ｔにおいて勧告化が承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５７．１に準

拠している。 

 

２．上記国際勧告に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

な し 

 

2.2 ナショナルマター項目 

な し 

 

2.3 上記国際勧告より削除した項目 

な し 

 

2.4 その他 

(1) ＩＴＵ－Ｔ勧告の章立て構成比較表 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 本標準 

Ｉ．２５７．１ 〔Ⅰ〕 

 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 発 行 日 改 版 内 容 

第１版 平成 元年 ４月２８日 制 定 

第２版 平成 ５年 ４月２７日 １９９２年８月に加速勧告化手続きによ

り承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５

７．１に対応する標準を追加する。 

第３版 平成 ８年 ４月２４日 １９９５年１０月ＩＴＵ－Ｔにおいて、

勧告化が承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．

２５７．１の改版に対応する標準を改版

する。 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 
(1) 参照している勧告、標準等 

ＴＴＣ標準： ＪＴ－Ｉ２１０ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告： Ｉ．１１２、Ｉ．２５７．１、Ｑ．９ 
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- 1 - ＪＴ－Ｉ２５７

概　要

本標準の目的は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２１０で与えられる方法を利用して、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０

で規定された方法のステージ１のサービス記述を提供することである。

付加サービスは、文章による定義、解説（ステップ 1.1）および動的記述（ステップ 1.3）によって記述

される。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１４０で規定される属性による記述法の本標準への適用は、今後の検討課題

である。

本標準は、以下の付加情報転送付加サービスを記述している。

ＪＴ－Ｉ２５７　〔Ⅰ〕ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）



ＪＴ－Ｉ２５７ - 2 -

〔Ｉ〕　ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

１．定義

ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）は、ＩＳＤＮユーザが他のＩＳＤＮユーザとの間で信号チャネルを

通して、限定された量の情報を送受信するサービスである。

注）これらの手順は回線交換テレコミュニケーションサービスにおけるユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）

転送にのみ適用される。その他の呼種別（例えば、パケットベアラサービス）に対応したＵＵＩ転

送に許される手順は、今後の検討課題である。

２．解説

2.1　概要

ＵＵＳサービスは、基本アクセスまたは一次群アクセスを経由してネットワークに接続されたユーザに

適用される。

ＵＵＳサービスは、ユーザ・網インタフェース間で限定された量のユーザからの情報を送受信すること

ができる。網はこの情報をトランスペアレントに伝送する（すなわち、内容の修正なしに）。通常、網は

この情報で判断したりこの情報に基づいて起動することはない。

ユーザは、ユーザが加入したサービスに対応する呼のいろいろなフェーズの中でＵＵＩを転送できる。

これらのサービスは、以下の通りである。

－ サービス１：

呼の発信中および呼の終了の間にＵＵＩを送受信することができる。

着信ユーザにおけるポイント・マルチポイント構成の場合、ＵＵＩの転送には次の制限を適用する。

－順方向において、呼の発信に対する要求の一部としてのみ、または呼の終了に対する要求の一部と

してのみ、発信ユーザがＵＵＩを送信することができる。発信ユーザがコネクションの確立前に呼

を終了した場合、その呼に対する通知表示を行った端末にはＵＵＩのみを伝達する。

－逆方向において、着信ユーザが呼に対する通知表示で発信ユーザへＵＵＩを送信することができ

る。この場合、コンテンションの回避は着信ユーザの責任である。また、呼の応答時にも着信ユー

ザがＵＵＩを送信できる。

－着信ユーザが呼を拒否し、網が着信ユーザから拒否を１つでも受信した場合には、拒否の理由と付

随したＵＵＩ（もしあれば）を発信ユーザに送出する。

－着信ユーザから複数の拒否を網が受信し、拒否に対する同種の理由がある場合には、拒否に対する

理由に基づき、網は 初に受信した も高優先の拒否を選択する。網は選択された拒否の理由と付

随したＵＵＩ（もしあれば）を発信ユーザに送出する。

－ サービス２：

着信ユーザからの呼に関する通知の表示を発信ユーザが受信後でコネクションの確立前にＵＵＩを送受

信することができる。着信ユーザが呼を受理する前に発信ユーザが送信したＵＵＩは、サービス提供者オ

プションとして、呼の設定後に着信ユーザへ伝達される。

サービス２は着信ユーザ側においてポイント・ポイント構成となった場合にのみ適用される。
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－ サービス３：

コネクションの確立中にのみＵＵＩを送受信できる。

サービス１、サービス２およびサービス３はメッセージ当たり１２８オクテットの転送が可能である。

注）暫定的な期間において、いくつかのサービス提供者ではサービス１に対して３２オクテットのみの

ＵＵＩの転送を提供する。

サービス３の場合には、時間当たりのメッセージの数にも制限がある。メッセージ・フロー制御は各方

向別に独立に作用する。

2.2　特殊用語

ＵＵＩ－ユーザ・ユーザ情報：

ＵＵＳサービスで転送される情報

ポイント・ポイント構成：

着信呼に対し複数の応答が発生し得ないユーザ環境

ポイント・マルチポイント構成：

着信呼に対し複数の応答が発生し得るユーザ環境

サービス対象ユーザ：

ＵＵＳサービスが提供されているユーザおよびＵＵＳサービスの活性化を要求したユーザ

リモートユーザ：

ＵＵＳサービスの活性化に対する要求を受けるユーザ

明白な要求：

ユーザがＵＵＳサービスの活性化を要求した時に、ＵＵＳサービスが明白に要求されたものとみな

される

暗黙の要求：

ＵＵＳサービスに対する明白な要求を生起しない時、および呼の発信時にユーザがＵＵＩを送出す

る時に、ＵＵＳサービスが暗黙のうちに要求されたものとみなされる

「ＵＵＳ希望」要求：

ＵＵＳサービスに対する要求が受理できない場合にも、発信呼が継続される要求

「ＵＵＳ必須」要求：

ＵＵＳサービスに対する要求が受理できない場合には、発信呼が拒否される要求

基本アクセス：

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９，a1，definition 1551 参照

着信ユーザ：

（発信ユーザにより発信された）着信呼を受け取ったユーザ

発信ユーザ：

呼を発信する、または発信したユーザ

サービス統合デジタル網（ＩＳＤＮ）：

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２，a2.3，definition 308 参照

サービス１：

呼の発信中および呼の終了の間にＵＵＩを送受信できるＵＵＳサービスの形式



ＪＴ－Ｉ２５７ - 4 -

サービス２：

着信ユーザからの呼に対する通知表示を発信ユーザが受信後でコネクションの確立前にＵＵＩを送

受信できるＵＵＳサービスの形式

サービス３：

コネクションの確立中にのみＵＵＩを送受信できるＵＵＳサービスの形式

付加サービス：

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｉ２１０ ２.４ 参照

2.3　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

制約はＪＴ－Ｘ３１パケットモードベアラサービスおよびその将来のエンハンスに基づいたテレコミュ

ニケーションサービスにのみ適用される。

３．手順

3.1　サービス提供／取消

ＵＵＳサービスはサービス提供者との間で事前に取り決めの後、ユーザに提供される。リモートユーザ

に対する加入契約は不要である。

サービス提供者オプションとして、以下の１つまたはいくつかの組み合わせを提供する。

- 暗黙の要求を行うサービス１、または明白な要求と暗黙の要求を行うサービス１

- サービス２

- サービス３

サービスの取消は加入者の要求またはサービス提供者の理由により行われる。

サービス提供者オプションとして、サービスの取消はサービス対象ユーザに提供のサービス単位個々に、

または全サービスをまとめて行われる。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

ＵＵＳサービスは、以下の場合に活性化される。

‐暗黙に要求された場合（サービス１）

‐明白に要求され（サービス１、サービス２、サービス３）、リモートユーザが受理した場合

サービス対象ユーザのＵＵＳサービスへの加入契約とサービス提供者によるＵＵＳサービスの開始に

よって、暗黙のサービス１、明白なサービス１、サービス２およびサービス３は個別にまたは任意の組合

せで活性化できる。暗黙のサービス１と明白なサービス１は同時に活性化することができない。

一度、サービス（すなわち、サービス１および／またはサービス２および／または／サービス３）が活

性化されると、網は活性化されたサービスに従って当該呼上のユーザからＵＵＩを受理する。

ＵＵＳサービスの登録は不要である。

3.2.1.1　サービス１

ＵＵＩ転送がいずれかの方向で必要な場合、発信ユーザが呼の発信時にサービス１を要求する。

サービス１は暗黙の要求または明白な要求によって活性化できる。呼の発信時にＵＵＩが含まれている

場合、サービス１は暗黙に要求される。サービス対象ユーザには明白な要求に対する明白な応答（受理ま

たは拒否）が通知される。明白な要求にはＵＵＩを含めることができる。
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サービス１が明白に要求された場合、網はその要求をリモートユーザに通知する。網はリモートユーザ

のＵＵＳサービスの有効性に対して問い合わせを行う。リモートユーザから応答がない場合、網はＵＵＳ

サービスに対する要求の拒否として受け取る。要求されたサービスの活性化が成功したか否かを、網はサー

ビス対象ユーザに明白に表示する。

サービス１が明白に要求された場合、リモートユーザはＵＵＳサービス要求の受理応答にＵＵＩを含め

ることができる。

サービス１が暗黙に要求された場合、サービス１はその呼に対して活性化される。すなわち、リモート

ユーザは暗黙の要求に対して応答を返す必要がないが、その呼の応答中に（例えば、ユーザ・ユーザネゴ

シェーションに対して）ＵＵＩを含めることができる。

サービス１は呼の終了時に自動的に非活性化される。

3.2.1.2　サービス２

ＵＵＩ転送がいずれかの方向で必要な場合、発信ユーザが呼の発信時にサービス２を要求する。

サービス２では明白に要求を行う。サービス対象ユーザには明白な要求に対する明白な応答（受理また

は拒否）を通知する。

サービス２の場合、網はＵＵＳサービスに対する要求を確認する。網ではサービスの有効性に対して、

この確認をエンド・エンドチェックに先だって行う。網はリモートユーザのＵＵＳサービスの有効性に対

して問い合わせを行う。リモートユーザから応答がない場合、網はＵＵＳサービスに対する要求の拒否と

して受け取る。要求されたサービスの活性化が成功したか否かを、網はサービス対象ユーザに明白に表示

する。

サービス２は着信ユーザが当該呼に関する通知を完了した時点で自動的に非活性化される。

3.2.1.3　サービス３

発信ユーザは呼の発信時またはコネクションの確立後にサービス３の活性化を要求できる。サービス提

供者オプションとして、コネクションの確立後に着信ユーザがサービス３の活性化を要求できる。発信ユー

ザではＵＵＳサービスを活性化するために着信ユーザからのＵＵＳサービスに対するこの要求を受理する。

注）呼の発信時に選択された網のコネクションによって、呼の発信中または呼の設定時にサービス３に

対する要求は受理されないことがある。

サービス３では明白に要求を行う。サービス対象ユーザには明白な要求に対する明白な応答（受理また

は拒否）を通知する。

サービス３の場合、網はＵＵＳサービスに対する要求を確認する。網ではサービス有効性に対して、こ

の確認をエンド・エンドのチェックに先だって行う。網はリモートユーザのＵＵＳサービスの有効性に対

して問い合わせを行う。リモートユーザから応答がない場合、網はＵＵＳサービスに対する要求の拒否と

して受け取る。サービスの活性化が成功したか否かを、網はサービス対象ユーザに明白に表示する。

サービス３は呼が終了した時点で自動的に非活性化される。



ＪＴ－Ｉ２５７ - 6 -

3.2.1.4　「ＵＵＳ必須」要求

呼の発信時、そのサービス要求が当該呼に対して必須であるかどうかを発信ユーザが指定できる。すな

わちＵＵＩを転送できない場合、その呼を接続させるか否かを指定できる。ユーザが「ＵＵＳ必須」要求

を行った場合には、ＵＵＩをリモートユーザに転送できないと、その呼は接続されない。ユーザが「ＵＵ

Ｓ希望」要求を行った場合、ＵＵＩを転送できなくても、その呼は接続される。サービス１を暗黙に要求

またはコネクション確立中にサービス３を要求する場合、「ＵＵＳ必須」とはみなされない。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

ユーザが網にＵＵＩを送信した時点でＵＵＳサービスは起動される。

ユーザがＵＵＩを送信した場合、網は送信ユーザへの送達確認を行わない。また、網は着信先であるＵ

ＵＩ受信ユーザからの受理確認も期待しない。

サービス２およびサービス３においては、ユーザはＵＵＩメッセージを送信する際に当該ＵＵＩメッ

セージに関連するＵＵＩメッセージをさらに送信することを表示できる。この表示は受信ユーザに通知さ

れる。

ユーザは、ＵＵＩメッセージを送信する際にＵＵＩメッセージに関連する特別なユーザプロトコルの使

用を表示できる。この表示は受信ユーザに通知される。ユーザプロトコルの識別および使用に関しては、

この標準の範囲外である。

3.2.2.1　サービス１

ユーザは呼の発信時にＵＵＩを転送できる。サービス１が活性化されている場合、どちらかのユーザー

は呼の受理、拒否または呼の終了時にＵＵＩを転送することができる。

注）発信ユーザは、呼の発信時にＵＵＩ転送を要求し、コネクションが確立する前に呼を終了すること

ができる。

3.2.2.2　サービス２

サービス２活性化後コネクション確立までの間いつでも、ユーザは相手ユーザへ当該呼上で各方向毎に

２ＵＵＩメッセージまで転送できる。

3.2.2.3　サービス３

サービス３活性化後、コネクション確立後であればユーザは相手ユーザへ当該呼上でＵＵＩを転送でき

る。

コネクション確立後、各方向に送信されるＵＵＩ量を制限するために網フロー制御機構が存在する。Ｎ

個のメッセージを連続送信する能力は、Ｎが初期値バーストパラメータＸに等しければただちに各ユーザ

に利用可能である。Ｎの値はユーザが送信するメッセージ毎に１減少し、一定周期Ｔ（Ｔ＝１０秒）毎に

Ｙ増加する。Ｎの値は 大Ｘに制限される。

バーストパラメータＸの値は１６である。

補充パラメータＹの値は８である。

網フロー制御は送信ユーザの網においてのみ実行される。受信ユーザの網は送信ユーザの網から受信し

たＵＵＩメッセージのフロー制御を実行しない。

網が設定したフロー制御制限を越えたＵＵＩメッセージを受信した場合、網は処理できないメッセージ

を廃棄し、 初の廃棄ＵＵＩメッセージに対し制御表示とともに応答する。
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フロー制御制限が取り除かれ、ＵＵＩメッセージがその制限のために廃棄されていた場合、以降ＵＵＩ

メッセージが受信できる旨の表示がユーザに通知される。何の表示も通知されない場合もある。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

サービス提供者がサービス１活性化の暗黙の要求を受理できない場合は、ユーザには何の通知も提供さ

れない。

その他の全てのケースでは、サービス提供者がＵＵＳサービス活性化の要求を受理できない場合は、サー

ビス提供者は要求を拒否する。さらにサービス提供者は、サービス１、サービス２および／またはサービ

ス３が拒否されたことを表示する。その拒否理由として以下のものがある。

1)特定のＵＵＳサービスに加入していない。

2)リモートユーザがＩＳＤＮユーザでない。

3)送受信ユーザ間に必要な信号接続性能が存在しない。

4)発着信ユーザ間でＵＵＳサービスの活性化を禁止する状態にある（例えば、閉域接続サービス）

5)網輻輳

注）呼の発信時にＵＵＩが上記 2)または 4)の理由で転送できない場合、網が呼の発信に対する応答を受

信するまで通知は行われない。なぜなら、網はＵＵＩを転送できるか否か事前にはわからない。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

ユーザは到達するＵＵＩを解釈できないことがある。このような状況ではそのユーザは通常の呼接続を

切断せずに、この情報を廃棄する。網では送信ユーザにこの状態を示す表示を提供しない。

注１）呼の終了時またはその近傍で送信されたＵＵＩは、着信先に届かない場合がある。例えば、着信

ユーザがＵＵＩの到着に先立って切断手順を始めた場合である。

網輻輳や異常な状況またはユーザ発信情報が一定量に到達した場合には、網はサービス２およびサービ

ス３のＵＵＩを廃棄することがある。

注２）ＵＵＩ転送確認を望むユーザは、ユーザ間のエンド・エンドプロトコルを利用しなければならな

い（すなわち、他のＵＵＩによる受理確認である）。

ＵＵＩ長を越えた場合、網は切り捨てを行わずＵＵＩを廃棄する。サービス提供者のオプションとして

廃棄した旨を通知する。

3.4　代替手順

3.4.1　サービスの活性／非活性／登録

規定されない。

3.4.2　シーケンスの起動と動作

規定されない。

４．課金のための網機能

課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

ＵＵＩは両方のユーザがＩＳＤＮ加入者であるとき、または非ＩＳＤＮ網がＵＵＩの転送手段を提供す
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るときのみ伝達される。

サービス対象ユーザの網とリモートユーザの網／相互接続した網の両方には、提供されたサービスに対

するＵＵＳサービス要求のみが転送される。あるサービスに対するＵＵＳサービス要求が転送できない旨

を受信した場合には、そのＵＵＳサービス要求は拒否される。サービス１について、 大長３２オクテッ

トを提供している網が３２オクテットを超える長さのＵＵＩを受信した場合には、受信した網はそのＵＵ

Ｉを廃棄する。送信ユーザには何の通知も与えられない。

相互接続の呼に対するＸとＹの値（3.2.2.3 参照）は、Ｘ＝１６，Ｙ＝８　である。

ＵＵＳサービスは私設ＩＳＤＮに提供することができる。公衆ＩＳＤＮに接続されたユーザと私設ＩＳ

ＤＮに接続されたユーザ間の呼上でＵＵＳサービスが活性化されている場合、いったんＵＵＩが私設ＩＳ

ＤＮに伝達されると、公衆網はそのタスクが終了したとものとみなす。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　課金情報通知

6.1.1　呼設定時の課金情報通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.1.2　通信中の課金情報通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.1.3　呼終了時の課金情報通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.2　保留

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.3　コールトランスファ

6.3.1　イクスプリシット・コールトランスファ

イクスプリシット・コールトランスファにより起動した時、前のレグで活性化されていたＵＵＳは網に

よってキャンセルされる。

注）ＵＵＳサービスが利用できなくなった時、呼の転送後のユーザには通知されない。必要ならば、転

送後のユーザがサービス３を再要求しなければならない。

6.3.2　ノーマル・コールトランスファ

ノーマル・コールトランスファにより転送完了した時、前のレグで活性化されていたＵＵＳはすべて網

によってキャンセルされる。

注）ＵＵＳサービスが利用できなくなった時、呼の転送後のユーザには通知されない。必要ならば、転

送後のユーザがサービス３を再要求しなければならない。

6.4　コールウェイティング

呼要求に含まれるＵＵＩ（サービス１の場合）は、コールウェイティング表示と共に着信ユーザへ伝達

される。

呼び出しフェーズ中に発信ユーザから着信ユーザに送信するＵＵＩ（サービス２の場合）は、着信側が

ポイント・ポイント構成の場合に送信することができる。

ＵＵＳサービスのサービス３との相互作用はない。
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6.5　閉域接続

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.6　再呼出し

6.6.1　無応答時再呼出し（未標準）

発信呼にてユーザＡが提供したＵＵＳサービスに関連したどの情報も網は蓄積しない。

ユーザＡは無応答時再呼出し（ＣＣＮＲ）呼び返しの受理時に必要である場合には、ＵＵＳサービスの

活性化を要求してＵＵＩ情報を提供できる。

ＣＣＮＲの再呼出し後の呼がＵＵＳサービスに関連した情報を含んでいる場合、これはＵＵＳサービス

の通常動作として処理される。

6.6.2　話中時再呼出し（未標準）

発信呼にてユーザＡが提供したＵＵＳサービスに関連したどの情報も網は蓄積しない。

ユーザＡは話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）呼び返しの受理時に必要である場合には、ＵＵＳサービスの活

性化を要求してＵＵＩ情報を提供できる。

ＣＣＢＳの再呼出し後の呼がＵＵＳサービスに関連した情報を含んでいる場合、これはＵＵＳサービス

の通常動作として処理される。

6.7　会議

6.7.1　会議通話

会議通話にはサービス３のみが利用できる。

注１）ただし、新たに加わる会議参加者への呼設定時には、サービス１および／またはサービス２が利

用できることもある。

以下の説明では、ＵＵＳサービスとはサービス３のみを指す。

会議主導者または会議参加者は、会議参加者間でＵＵＳサービスを活性化させることができない。

会議に会議参加者が追加され、かつＵＵＳサービスが会議主導者と会議参加者間の通信に対して活性化

されていた場合、会議主導者と会議参加者間の通信に対してはＵＵＳサービスが活性化されたままとなる。

ＵＵＳサービスが会議主導者と会議参加者間で活性化されていた場合、当該ユーザとプライベート通信

を設定する時には、そのプライベート通信に対してはＵＵＳサービスが活性化されたままとなる。

注２）一度プライベート通信が設定された場合、これは独立した呼とみなされＵＵＳサービスに対して

は通常手順を適用する。

ＵＵＩは会議主導者より会議参加者へ個別、または全会議参加者へ一斉に送信される。会議主導者はど

の参加者からもＵＵＩを受信できる。網は会議主導者へＵＵＩを送信している会議参加者を識別する。

２ユーザ間で転送されるＵＵＩの量に関して同じ制限が、会議主導者と会議参加者間の通信に適用され

る。

会議参加者はＵＵＩを会議主導者へ送信または会議主導者から受信できる。ＵＵＩは会議に関係してい

る会議参加者間では転送できない。

6.7.2　三者通話

三者通話中、三者通話のサービス対象ユーザは三者通話の各リモートユーザへ個別にＵＵＩを送信でき、

三者通話の各リモートユーザから個別にＵＵＩを受信できる。三者通話のリモートユーザ間ではＵＵＩを

転送できない。
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6.8　着信転送

付属資料Ａ参照

6.8.1　呼毎着信転送

呼出し前呼毎着信転送：ビジー時着信転送を参照（呼はユーザが決定したユーザビジー状態の時と同様

に扱われる）。

呼出し信号送信後の呼毎着信転送：無応答時着信転送を参照。

6.8.2　ビジー時着信転送

無条件着信転送とＵＵＳの相互作用を参照。ただし、ユーザが決定したユーザビジー状態の場合には、

すべてＵＵＩおよび／またはＵＵＳ要求は転送元ユーザへ呼が接続した時点で転送される。

6.8.3　無応答時着信転送

無応答時着信転送を活性化したユーザの発信呼：

無応答時着信転送は転送元ユーザの発信能力に影響を与えないので、無応答時着信転送を活性化した

ユーザでも通信中呼あるいは呼設定と同時にＵＵＩを送信することができる。

無応答時着信転送を活性化したユーザへの着信呼：

ＵＵＳサービス１：ＵＵＳサービスを明白に要求し、転送元ユーザがその要求を明白に拒否した場合、

ＵＵＳ要求およびＵＵＩ（もしあれば）は着信呼とともに転送されない。しかし、サービス要求が「Ｕ

ＵＩ必須」として表示され、転送元または転送先ユーザのいずれかが明白に要求を拒否した場合には

呼は拒否される。その他の場合はすべてＵＵＳ要求および／またはＵＵＩは呼とともに転送または伝

達される。

ＵＵＳサービス２：ＵＵＳサービスが「ＵＵＩ希望」として要求されていれば、呼はＵＵＳ要求なし

で転送される。ＵＵＳサービスが「ＵＵＩ必須」として要求されていれば、無応答時着信転送は無視

される（すなわち、着信呼は無応答時着信転送が非活性の場合と同様に扱われる）。

ＵＵＳサービス３：呼設定時のＵＵＳサービス３に対するいかなる要求も着信呼とともに転送される。

注）サービス提供者オプションとして、ＵＵＩおよび／またはＵＵＳ要求の転送は対応するＵＵＳサー

ビスに加入している転送元ユーザのみに制限することができる。

転送後：

ＵＵＳサービス３は通信中フェーズの期間、要求できる。
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6.8.4　無条件着信転送

無条件着信転送を活性化したユーザの発信呼：

　無条件着信転送は転送元ユーザの発信能力に影響を与えないので、無条件着信転送を活性化したユー

ザでも通信中呼あるいは呼設定と同時にＵＵＩを送信することができる。

無条件着信転送を活性化したユーザへの着信呼：

呼設定要求に伴ういかなるＵＵＩまたはＵＵＳ要求も呼とともに転送される。

注）サービス提供者オプションとして、ＵＵＩおよび／またはＵＵＳ要求の転送は対応するＵＵＳサー

ビスに加入している転送元ユーザのみに制限することができる。

転送後：

ＵＵＳサービス３は通信中フェーズの期間、要求できる。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.10　通信中ベアラ切替え

サービス３（呼の確立中のＵＵＳ）のみ適用される。通信中にのみベアラ切替えが発生するので、サー

ビス１およびサービス２は適用されない。

6.11　ＩＳＤＮフリーフォン（未標準）

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.12　代表

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.13　悪意呼通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.14　優先割り込み

接続が割り込まれた時、サービス提供者は割り込まれた接続に関るＵＵＩを新しい接続先のユーザに決

して転送してはならない。

6.15　複数加入者番号

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.16　名前通知

6.16.1　発信者名前通知（未標準）

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.16.2　発信者名前制限通知（未標準）

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。
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6.17　番号通知

6.17.1　発信者番号通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.17.2　発信者番号通知制限

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.17.3　接続先番号通知

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.17.4　接続先番号通知制限

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.18　発信規制

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.19　着信課金

ケースａ：着信課金が受け入れられた場合、ＵＵＩは着信ユーザに課金される。

着信課金要求が拒否された場合には、課金はＵＵＳサービスに従って行われる。

ケースｂ：着信課金が受け入れられる以前には，ＵＵＩは通常の課金原則に基づいて課金される。着信

課金が受け入れられると、ＵＵＩは着信ユーザに課金される。

ケースｃ：ＵＵＩは着信ユーザに課金される。

ケースｄ：ＵＵＩは着信ユーザに課金される。

6.20　サブアドレス

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.21　私設番号計画サポート

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.22　端末移動

両立しない。呼が一時中断している間は、ＵＵＩは当該２ユーザ間で転送できない。

注）呼が一時中断している間は、網はどのＵＵＩも蓄積しない。

6.23　ユーザ・ユーザ情報転送

規定されない。

７．動的記述

本サービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５７〔Ⅰ〕に示す。
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注１：呼は解放される。

注２：このサービスは呼設定時に発信ユーザにより要求されなければならない。

注３：このサービスは呼設定時か通信中フェーズの間に発信ユーザにより、また通信中フェーズの間に着

信ユーザにより要求することができる。

注４：呼設定時に、要求するＵＵＳサービスが呼に対して必要であるか、ないかをユーザが指定すること

はオプションである。

注５：サービス１は明白または暗黙に要求する。

注６：拒否に対する理由は３．３を参照。

図７―１／ＪＴ－Ｉ２５７　〔Ⅰ〕ＵＵＳの動的記述（１／３）

(ITU-T I.257.1)
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注 6

注 1

ＵＵＳ提供不可
要求基本サービス
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２
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NOYES
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サービス２要求

の有効性確認

サービス３要求

の有効性確認

ＵＵＳサービス

要求リジェクト
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ＵＵＩ待ち

有効な
サービス１の活性
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網はＵＵＩを廃棄
送信側へ

ＵＵＩを転送

ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾏﾙﾁﾎﾟｲﾝﾄ

ＵＵＩは呼設定
又は 初の切断復旧

メツセージの中

ＵＵＩ(逆方向の呼
制御メッセージに
含まれている）

ＵＵＩメッセージ
発信ユーザまたは着
信ユーザからの UUI
メッセージ
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有効な
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ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾏﾙﾁﾎﾟｲﾝﾄ
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ＵＵＩ
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NO

NO
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１

１

１

１
注）フロー制御機構

の SDL は今後

の検討課題

ＵＵＩ(順方向の呼
制御メッセージに
含まれている）

図７―１／ＪＴ－Ｉ２５７　〔Ⅰ〕ＵＵＳの動的記述（２／３）

(ITU-T I.257.1)
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（注１）拒否に対する理由は３．３参照。

図７－１／ＪＴ－Ｉ２５７　〔Ⅰ〕ＵＵＳの動的記述（３／３）

(ITU-T I.257.1)
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付属資料Ａ

ＵＵＳと着信転送サービス間の相互作用

付表Ａ－１／ＪＴ－Ｉ２５７〔Ⅰ〕

(ITU-T I.257.1)

ＵＵＳとの相互作用：

－無条件着信転送

－ビジー時着信転送

－呼毎着信転送（呼出し前）

発　信　ユ　ー　ザ 転　送　元　ユ　ー　ザ

ＵＵＳサービス 要求の型 呼の転送  ＵＵＳ要求および／または

 ＵＵＩの転送

サービス１  暗黙の要求 可 可

サービス１  明白な要求・ＵＵＳ希望 可 可

サービス１  明白な要求・ＵＵＳ必須 可 可

サービス２  明白な要求・ＵＵＳ希望 可 可

サービス２  明白な要求・ＵＵＳ必須 可 可

サービス３  明白な要求・呼設定で

 要求のＵＵＳ希望

可 可

サービス３  明白な要求・呼設定で

 要求のＵＵＳ必須

可 可

サービス３  明白な要求・呼の確立中

 に要求

適用されない 可

注１）無条件着信転送またはビジー時着信転送（網が決定したユーザビジー）の場合、ＵＵＳ要求およ

び／またはＵＵＩは転送元ユーザに通知されない。ビジー時着信転送（ユーザが決定したユーザ

ビジー）の場合、ＵＵＳ要求および／またはＵＵＩは転送元ユーザに通知される。

注２）網オプションとして、ＵＵＳ要求および／またはＵＵＩの転送を対応するＵＵＳサービスに加入

している転送元ユーザにのみ限定することができる。



- 17 - ＪＴ－Ｉ２５７

付表Ａ－２／ＪＴ－Ｉ２５７〔Ⅰ〕

(ITU-T I.257.1)

ＵＵＳとの相互作用：

－無応答時着信転送

－呼毎着信転送（呼出し後）

発　信　ユ　ー　ザ 転　送　元　ユ　ー　ザ

ＵＵＳ 要求の型  転送元ユーザへの

 ＵＵＳ要求および／

 またはＵＵＩの通知

呼の転送  ＵＵＳ要求および／

 またはＵＵＩの転送

サービス１  暗黙の要求 有り 可 可

サービス１  明白な要求・ＵＵＳ 有り（受　付） 可 可

 希望 有り（無応答） 可 可

有り（拒　否） 可 不可

サービス１  明白な要求・ＵＵＳ 有り（受　付） 可 可

 必須 有り（無応答） 可 可

有り（拒　否） 適用されない（拒否） 適用されない

サービス２  明白な要求・ＵＵＳ

 希望

有り 可 不可

サービス２  明白な要求・ＵＵＳ 有り（受　付） 不可（継続） 不可

 必須 有り（拒　否） 適用されない（拒否） 適用されない

サービス３  明白な要求・呼設定

 で要求のＵＵＳ希望

有り 可 可

サービス３  明白な要求・呼設定

 で要求のＵＵＳ必須

有り 可 可

サービス３  明白な要求・呼の確

 立中に要求

適用されない 適用されない 可

注）網オプションとして、ＵＵＳ要求および／またはＵＵＩの転送を対応するＵＵＳサービスに加入し

ている転送元ユーザにのみ限定することができる。
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用語一覧（ＪＴ－Ｉ２５７〔Ⅰ〕）

［Ａ］

accept 受理する

acceptance 受理

at the end of a call 呼の終了時点に

［Ｂ］

basic access 基本アクセス

［Ｃ］

called user 着信ユーザ

calling user 発信ユーザ

connection of establishment コネクションの確立

［Ｅ］

explicit request 明白な要求

explicitly 明白に

［Ｉ］

implicit request 暗黙の要求

implicitly 暗黙に

［Ｏ］

originating of call 呼の発信

［Ｐ］

point-to-point arrangement ポイント・ポイント構成

point-to-multipoint arrangement ポイント・マルチポイント構成

［Ｒ］

reject 拒否する

rejection 拒否

remote user リモートユーザ

［Ｓ］

served user サービス対象ユーザ

［Ｔ］

terminate 終了する

termination of a call 呼の終了

［Ｕ］

UUI-user to user information ＵＵＩ－ユーザ・ユーザ情報

UUS required ＵＵＳ必須

UUS not required ＵＵＳ希望



　第３版　執筆作成協力者 １９９６年１月３０日
（ＪＴ－Ｉ２５７）

第二部門委員会 （順不同）

日本電信電話（株）

国際電信電話（株）

（株）日立製作所

東京通信ﾈｯﾄﾜｰｸ（株）

ＮＴＴ移動通信網（株）

ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃﾞｰﾀ通信（株）

住友電気工業（株）

ﾉｰｻﾞﾝﾃﾚｺﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ（株）

富士通（株）

（財）電気通信端末機器審査協会

部門委員長

副部門委員長

副部門委員長

飯塚　久夫

藤岡　雅宣

丸山　優徳

清水　孝真

貝山　明

影井　良貴

勝川　保

田中　公夫

稲見　任

北原　茂

前川　英二

加藤　周平

部谷　文伸

竹之内雅生

和泉　俊勝

関谷　邦彦

朝倉　純二

杉山　秀紀

伊東　豊

三浦　章

森田　茂男

武正　淳

三宅　功

加藤　聰彦

川勝　正美

原　　博之

山崎　克之

日本電信電話（株）

沖電気工業（株）

三菱電機（株）

国際電信電話（株）

日本電信電話（株）

（株）東芝

日本電気（株）

日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ（株）

（株）日立製作所

日本電信電話（株）

国際電信電話（株）

松下通信工業（株）

日本電信電話（株）

国際電信電話（株）

沖電気工業（株）

日本電信電話（株）

国際電信電話（株）

（第一専門委員会　専門委員長）

（第一専門委員会副専門委員長）

（第一専門委員会副専門委員長）

（第二専門委員会　専門委員長）

（第二専門委員会副専門委員長）

（第二専門委員会副専門委員長）

（第三専門委員会　専門委員長）

（第三専門委員会副専門委員長）

（第三専門委員会副専門委員長）

（第四専門委員会　専門委員長）

（第四専門委員会副専門委員長）

（第四専門委員会副専門委員長）

（第五専門委員会　専門委員長）

（第五専門委員会副専門委員長）

（第五専門委員会副専門委員長）

（Ｂ－ＩＳＤＮ特別専門委員長）

（Ｂ－ＩＳＤＮ特別副専門委員長）

第四専門委員会委員

（ＪＴ－Ｉ２５７）

鈴木　豊
阿部　弘
中須　義樹
岡村　秀雄
佐野　修
前田　孝浩
前田　高明
小柴　徹
岩佐　菊麿
日高　功晴
香野　隆裕
嶋　　信夫
石谷　陽一
豊田　雅幸
木下　裕介

国際電信電話（株）
第二電電（株）
東京通信ネットワーク（株）
日本テレコム（株）
日本電信電話（株）
大阪メディアポート（株）
岩崎通信機（株）
沖電気工業（株）
（株）田村電機製作所
（株）東芝
東洋通信機（株）
日本電気（株）
（株）日立製作所
富士通（株）
三菱電機（株）



（ＪＴ－Ｉ２５７）
（ＳＷＧ３　検討グループ）

＊ 委員
委員
委員
委員
委員

日高　功晴
香野　隆裕
嶋　　信夫
石谷　陽一
豊田　雅幸

（株）東芝
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富士通（株）

＊　検討グループリーダ
＊＊ 〃 サブリーダ

事務局　大野　英雄（第二技術部）


	　　



